
 資料２ 

「ボトル toボトル」水平リサイクルに関する協定締結式について 

 

１ 目的・趣旨 

市内で回収した使用済みペットボトルをすべて同じペットボトルに水平リサイクルする

取り組みの実施（令和７年４月～）に向けて、連携する明治グループ及びサントリーグルー

プとの協定締結式を開催しました。 

ペットボトルの水平リサイクルは、新たに石油由来原料を使用して製造した場合と比較

して約 60％もの CO2 を削減することができることから、本市が掲げるゼロカーボンシティ

の実現に向けて前進する取り組みです。また、全国で２例目となる明治グループとの連携協

定においては、市内の明治愛知工場での再製品化により、資源の地域内循環に繋がります。 

 

2 協定に基づく連携内容 

(1) ペットボトルの水平リサイクルを実施及び維持継続するために必要な活動 

(2) ペットボトルの水平リサイクルに係る住民等への普及啓発に関する活動 

(3) ペットボトルの水平リサイクル事業の実施に関する周知、宣伝活動 

(4) その他、ペットボトルの水平リサイクルの推進を目的とした活動 

 

3 協定締結式 

 (1) 開催日時 

令和７年２月 25 日（火）午後３時～３時 35分 

 (2) 登壇者 

・稲沢市長 加藤 錠司郎 

・明治ホールディングス株式会社 常務執行役員 CSO 松岡 伸次 

・株式会社明治 愛知工場 工場長 野呂 和弘 

・サントリーホールディングス株式会社 常務執行役員 

サステナビリティ経営推進本部 副本部長  関 学 

 

4 当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左から関本部長、加藤市長、松岡 CSO、野呂工場長  

 



5 メディアへの掲載 

 ①中日新聞 

  令和７年３月８日（土）尾張版 

 

②稲沢 CATV 

 放送時期：令和７年３月１日（土）①6:30、②9:00、③14:35、④16:00、⑤21:00 


